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私立大学図書館協会西地区部会 

中国・四国地区協議会 2019年度総会 

議 事 要 録 

 

開催日時  2019年 4月 19日(金) 9：30 ～ 12：00 

開催場所  あわぎんホール 5階 会議室 6 （徳島市藍場町 2丁目 14番地） 

出 席 者  32大学 48名 

 

・挨拶(理事校)  徳島文理大学図書館 館長 溝口 隆一  

・議長選出    慣例により地区理事校の館長（徳島文理大学図書館 溝口 隆一）が選出された。 

・自己紹介  参加者全員の自己紹介を着席順に行った。 

 

議    事 

Ⅰ．報告事項 

１．中国・四国地区関係 

（１）2018年度中国・四国地区協議会 会務報告 

２．西地区部会関係 

（１）2018年度西地区部会 会務報告 

（２）2018年度西地区部会 予算執行状況 

（３）2019年度西地区部会総会及び研究会(案) 

（４）2019年度西地区部会予算(案) 

（５）2019年度西地区部会関連行事日程(予定) 

（６）2019・2020年度西地区部会 役員校 

（７）2019・2020年度西地区部会 当番校 

３．私立大学図書館協会関係 

（１）2018年度私立大学図書館協会 会務報告 

（２）委員会 

（３）2019年度事業計画 

（４）協会からのお知らせ（変更点） 

（５）2019年度私立大学図書館協会 役員校 

 

Ⅱ．協議事項 

 [第１号議案] 2018年度 私立大学図書館協会西地区部会中国・四国地区協議会決算報告書（案）に

ついて 

 広島修道大学より総会資料 26 ページ及び 30ページに基づき説明があり、協議の結果、原案通り

承認された。 
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[第２号議案] 2019年度（第 49回）私立大学図書館協会西地区部会中国・四国地区研究会について 

 2019年度研究会幹事校の安田女子大学より総会資料 27ページに基づき説明があり、協議の結果、

原案通り承認された。 

 

 [第３号議案] 2019年度私立大学図書館協会西地区部会中国・四国地区協議会予算書(案)について 

 理事校より総会資料 28ページに基づき説明があり、協議の結果、原案通り承認された。 

 

[第４号議案] 2020 年度私立大学図書館協会西地区部会中国・四国地区研究会発表校について 

 理事校より総会資料 29ページ及び 34～40ページに基づき説明があり、協議の結果、次の通り承認

された。 

岡山・鳥取・四国地区           美作大学 

岡山・鳥取・四国地区            松山大学 

広島・山口地区         徳山大学 

 

[第５号議案] 2021 年度私立大学図書館協会西地区部会総会当番校について 

理事校より総会資料 29ページ及び 34～40ページに基づき説明があり、協議の結果、次の通り承認

された。 

岡山・鳥取・四国地区 ノートルダム清心女子大学 

 

Ⅲ．確認事項 

理事校から総会資料 29 ページに基づき、前総会までの了承事項について説明があり、次の通り確

認がされた。 

１. 私立大学図書館協会役員校・当番校（中国・四国地区関係）   

2019・2020年度私立大学図書館協会西地区部会中国・四国地区理事校    徳島文理大学 

2021・2022 年度西地区部会長校                  松山大学 

 

２. 2020・2021年度中国・四国地区協議会研究会幹事校 

岡山・鳥取・四国地区 2020年度責任幹事校(研究会開催校) 川崎医科大学 

   岡山・鳥取・四国地区 2021年度責任幹事校(研究会開催校) 中国学園大学 

 

３．2019年度（第 49回）中国・四国地区研究会発表校 

岡山・鳥取・四国地区                  くらしき作陽大学 

岡山・鳥取・四国地区                       聖カタリナ大学 

広島・山口地区               梅光学院大学 

美作大学より、岡山・鳥取・四国地区の表記について確認があった。理事校より、後日回答す

ることとなった。 
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Ⅳ．その他 

１．読書推進活動における、図書館と初年次教育および専門教育の連携の在り方、図書館と授業のかか

わりについて 

 福山大学からの提案により各館での取り組みについて事前にアンケートをとり、その資料に基づ

き、意見交換を行った。 

 

閉会挨拶（理事校） 徳島文理大学図書館 館長 溝口 隆一 

 

 

[補記] 

確認の結果、岡山・鳥取地区と四国地区の合併は 2016 年度総会で承認されており、そのため、表記は

2017年度より岡山・鳥取・四国地区としている。 


